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令和３年長審第４号 

裁    決 

モーターボートＡ防波堤衝突事件 

 

  受  審  人  ａ 

    職  名 Ａ船長 

    操縦免許 小型船舶操縦士 

 

 本件について、当海難審判所は、理事官神﨑和徳出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

 受審人ａの小型船舶操縦士の業務を１か月停止する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和２年１０月２３日２２時００分 

 長崎県三重式見港 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 モーターボートＡ 

  登 録 長 ６.３４メートル 

  機関の種類 電気点火機関 

   出 力 ８４キロワット 

３ 事実の経過 
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 (1) 三重式見港 

   三重式見港は、長崎港の北西隣にある港で、港奥の北東側には、

北及び南両防波堤に囲まれた泊地があり、中央ふ頭の東側が東泊地、

西側が西泊地とそれぞれ呼称され、東泊地は中央ふ頭の南端から南

東方に延びる内防波堤Ｄと対岸の野積場の西端から北西方に延びる

内防波堤Ｂがそれぞれ築造され、両防波堤の間に可航幅約１５０メ

ートルの入り口を形成し、内防波堤Ｄの付け根付近、中央付近及び

先端付近にはそれぞれ外灯が、内防波堤Ｂの先端付近には光達距離

が約５.５キロメートルで、毎４秒に単閃赤光を発する簡易標識灯

（以下「Ｂ標識灯」という。）が設置されていた。また、前示野積

場の北端から北方に延びる内防波堤Ｎの先端付近にも光達距離が約

５.５キロメートルで、毎４秒に単閃赤光を発する簡易標識灯（以

下「Ｎ標識灯」という。）が設置されていた。 

 (2) 本件発生に至る経緯 

   Ａは、船体中央部に操縦区画を設け、同区画前部右舷側に磁気コ

ンパス、魚群探知機兼用のＧＰＳプロッター、舵輪及び機関遠隔操

縦装置をそれぞれ備えたＦＲＰ製プレジャーモーターボートで、ａ

受審人が１人で乗り組み、家族等３人を乗せ、釣りの目的で、船首

０.３メートル船尾０.５メートルの喫水をもって、令和２年１０月

２３日１８時００分三重式見港の東泊地を発し、同港の釣り場に向

かった。 

   ａ受審人は、１８時０５分頃内防波堤Ｄの先端付近で生き餌とな

るあじを釣り、釣果を求めて三重式見港を移動しながら釣りを繰り

返し、２１時００分頃同港の南防波堤東端付近の釣り場で錨泊して

釣りを再開した後、２１時５８分同釣り場を発進して帰途に就いた。 

   ところで、ａ受審人は、平成１５年に操縦免許を取得後、同１８
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年頃から年間約３０回東泊地への入出航経験を有し、そのうち約 

１０回は夜間で、平素、夜間に入航するときは、ＧＰＳプロッター

で船位の確認を行うことなく、内防波堤Ｄ先端の外灯とＢ標識灯の

間の右側を航行するため、目視で同標識灯の灯光を船首目標として

航行した後、左転して内防波堤Ｂ先端の５メートルないし６メート

ル沖合を通過することとしていた。 

   ａ受審人は、ＧＰＳプロッターを魚群探知機との２画面表示とし

て作動させ、操縦区画後部及び後部甲板で同乗者が休息する中、自

らは舵輪後方の操縦区画中央付近に立ち、右手で舵輪を持って操船

に当たり、発進と同時に船首をＢ標識灯の灯光に向けて北上を始め

た。 

   ａ受審人は、同乗者に話し掛けるため、右後方を振り向いたとこ

ろ、僅かに右舵が取られて針路が右偏したものの、船首方に目線を

戻すとＢ標識灯と同じ灯質のＮ標識灯の灯光を視認したことから、

Ｂ標識灯の灯光と勘違いし、２１時５８分少し過ぎ三重式見港三重

南防波堤東灯台（以下「三重南防波堤東灯台」という。）から  

００１.５度（真方位、以下同じ。）１６０メートルの地点で、針

路をＮ標識灯の灯光に向く０２９度に定め、１０.８ノットの速力

（対地速力、以下同じ。）で、手動操舵によって進行した。 

   ａ受審人は、２１時５９分三重南防波堤東灯台から０１８度  

４００メートルの地点に達したとき、内防波堤Ｂまで３３０メート

ルとなり、その後同防波堤に向首接近する状況であったが、依然と

して、平素同様Ｂ標識灯の灯光に向首しているものと思い、ＧＰＳ

プロッターを活用して、内防波堤Ｂとの相対位置関係を確かめるな

ど、船位の確認を十分に行わなかったので、この状況に気付かなか

った。 
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   ａ受審人は、内防波堤Ｂに向首したまま続航し、２２時００分三

重南防波堤東灯台から０２３度７３０メートルの地点において、Ａ

は、原針路及び原速力で、内防波堤Ｂに衝突した。 

   当時、天候は晴れで風力１の東北東風が吹き、潮候は上げ潮の初

期に当たり、視界は良好であった。 

   衝突の結果、Ａは、船首部に圧壊を生じ、のち廃船処理され、内

防波堤Ｂは、擦過傷を生じ、ａ受審人が肋骨骨折等を、同乗者３人

が鼻骨骨折、打撲、挫創等をそれぞれ負った。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

 本件防波堤衝突は、夜間、三重式見港において、係留場所に向けて帰

航する際、船位の確認が不十分で、内防波堤Ｂに向首進行したことによ

って発生したものである。 

 ａ受審人は、夜間、三重式見港において、係留場所に向けて帰航する

場合、内防波堤Ｂに向首進行することのないよう、ＧＰＳプロッターを

活用して同防波堤との相対位置関係を確かめるなど、船位の確認を十分

に行うべき注意義務があった。ところが、同人は、平素同様Ｂ標識灯の

灯光に向首しているものと思い、船位の確認を十分に行わなかった職務

上の過失により、内防波堤Ｂに向首する状況に気付かずに進行して衝突

する事態を招き、船体及び同防波堤にそれぞれ損傷を生じさせるととも

に、同乗者３人を負傷させ、自らも負傷するに至った。 

 以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を１か

月停止する。 

 

 よって主文のとおり裁決する。 
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   令和４年１１月１０日 

     長崎地方海難審判所 

          審 判 官  植  松     正 


